
船形コロニー改築等設計公募型プロポーザル 業務実施方針（様式３）
業務の取組体勢

設計チームの特徴

特に重視する設計上の配慮事項

その他業務実施上の配慮事項

設計の基本コンセプト、留意すべき事項に基づいて設計を進めます

「ずっと一緒に考える」プロセスのイメージ
■「ずっと一緒に」考える対話型設計
常に広い視点で“本事業に何が最適か”を考え、多くの関係者と適切な
タイミングで効率の良いコミュニケーションを図り、限られた期間の中
で、複雑な要素や課題を解決します。
■建築の言葉をわかりやすく解説
会議や説明会の目的を明確にし、誰もが理解しやすい資料を作成しま
す。BIM（3次元デジタルモデル化）を用いたイメージ、スケッチ、模型、比較資
料を活用し、建築の言葉をわかりやすく解説します。事例や研究デー
タ、専門家の知識を活用し、具体的な数値や事例に基づく「分かりやす
い比較資料等」を示し、様々な意見が生まれるきっかけをつくります。

■機能的で使いやすい施設
利用者サービスの向上と安全確保のため、機能的で使いやすい職員
動線を確保します。特に夜間の管理、給食配食の動線に配慮した計画
とします。（提案詳細は課題２による）

■災害に強く安全性の高い施設
災害時も安心して暮らせる「家」となるよう
に、堅牢な構造、熱源の多重化、非常用発電
等を整備します。（提案詳細は課題３による）

■維持管理が容易でリノベーションしやすい施設
メンテナンス・改修しやすい木造と汎用品・汎用技術の設備や共同溝
など既存インフラの活用で、更新性・可変性が高い施設とします。
（提案詳細は課題３による）

■地球環境、周辺環境に配慮した施設
太陽光や卓越風など自然エネルギーを利用し、「高断熱」と「小さな設
備」で最大限の省エネができる環境配慮型施設を実現します。地形を
活かした配置・平面計画とし、造成費のかからない計画とします。
（提案詳細は課題３による）

■先進的な機能の導入等による維持管理費の縮減を図った施設
冬期の利用者移動に配慮した地中熱・井水利用の融雪、太陽光発電、
HEMS（電力の「見える化」と「自動制御」）など、先進的な機能・技術の導入を検
討します。（提案詳細は課題３による）
■防犯に配慮した施設
ニ方向避難通路の確保、メインアプローチの中心に位置した管理棟、
ユニット内管理部門の位置など平面計画での配慮と必要最小限のセ
ンサー・カメラなど機械警備を組合わせた段階的な対策をします。

※実施方法/時期については、関係者と協議の上、決定します。
※スケジュール中「WS」はワークショップ・説明会等を示します。

基本設計 実施設計 工事 供用開始

WS3
WS2WS1

WS4
報告会 WS5

報告会
WS6 WS7

チーム結成！
敷地や周辺現況を確認

先進事例見学
期待する施設の
イメージ共有

こんな施設にしたい！
可能性を出し合おう

具体的にどんな
施設にしよう？

管理はどうやろう？
必要な空間は？

基本設計
まとめ

基本設計案を
もとに使い方
を語ろう！

実施設計案を
もとに使い方
を語ろう！

実施設計
話合い

使いやすい
施設にする
ために意見
を出そう！

実施設計
まとめ

現場見学

実際の空間
で使い方を
確かめよう！

使ってみての課題
を話し合おう！
地域連携のために
何ができるだろう？

管理運営
地域再生

重度・最重度の知的障がい者を受け入れる県全域のセーフティネットとして
　❶  利用者にとって暮らしやすい環境をつくる
　❷  限られた財源のなかで既存の資源を有効に活用し、
　　  県立施設としてのセンター機能が効率的・効果的に発揮できる
　❸  建設費高騰の状況下で現在の機能を維持しつつ段階的に整備するために

管理技術者
（60）

実務経験35年
一級建築士

公益社団法人日本建築家協会
登録建築家

応急危険度判定士

■障がい者支援施設やその他福祉施設を良く知る設計チーム

宮城県内での業務実績を
有し、地域固有の文化を
継承するものづくりに真
摯に取組みます。

病院や福祉施設の計画に
携わり、地域特性を踏ま
えた設計を行います。

最新の技術や情報に精通し、地域
に即し、維持・管理の立場をふま
えた安全な構造・快適で省エネな
設備設計を行います。

・公共建築の経験が多く、積雪や風向き、地域特性を良く理解し、同
  種施設の実績が豊富な設計チームを編成します。知識・経験・技術
  をもとに、熱意をもって業務に取り組みます。
・コアチームは意匠・構造・設備の各主任からなり、管理技術者がス
  ケジュール／品質／コスト／デザイン管理を行います。
・サポートチームは知的障がい者福祉／ユニバーサルデザイン／
  先進的省エネ／住宅設計／防犯・セキュリティなどのノウハウをも
  つ様々な分野の専門家・協力者で構成され、広範な問題解決に取り
  組み、優れた施設の実現に努めます。

意匠主任
（46）

実務経験22年
一級建築士

公益社団法人日本建築家協会
登録建築家

応急危険度判定士

構造主任
（61）

実務経験37年
一級建築士
構造設計一級建築士
ＪＳＣＡ建築構造士

電気主任
（66）

実務経験48年
建築設備士

一級電気工事施工管理技師

機械主任
（53）

実務経験31年
建築設備士

一級管工事施工管理技師
二級建築士

連携
対話型設計

コアチーム
（私たちの事務所）

船形コロニー関係者 

客観的評価
検証と妥当性の確認
最適解の策定

地元を良く知り、船形コロニーと基本構想を良く知り、
関係者との関係を大切にして、本業務を先導します。
地域の建設環境を良く知り適時のコスト把握と品質管理
システムISO9001に則った品質・工程管理を行います。

コア
チーム

専門分野の幅広い知識・経験による学術・技術面でのバ
ックアップや、豊富なスタッフや優れた機動力でコアチ
ームをサポートします。

サポート
チーム

機能

安全

持続環境

コスト

サポートチーム
（多彩な専門家）

指定管理者
（社会福祉法人）

利用者
家族

宮城県

家　　というコンセプトで利用者にとって暮らしやすい環境と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  今後の障がい者支援施設のモデルをつくります

家

私たちは船形コロニー基本構想および整備の目的を十分に理解し業務に取り組みます



船形コロニー改築等設計公募型プロポーザル　課題１：施設のあり方を考慮した敷地全体の配置計画及び施設計画の考え方 課題に対する提案（様式４-１）

Ａ棟

Ｂ棟

Ｃ棟とがくら園

体育館

七ッ森希望の家

職員宿舎
駐車場

メイン
アプローチ

グラウンド

N

駐車場

ひろば

公園

：玄関を示す。

並木通り

ロータリー

シンボル
ツリー

給食棟
活動棟

管理

H31.1 ～　新居住棟 A・B  建設

01

H30.7 ～　既存居住棟  解体

工事車両

ループパス整備
工事動線確保

02

工事車両

H32.4 ～　おおくら園  解体

03

工事車両

H32.10 ～　新活動・給食・居住棟Ｃ  建設

04

工事車両

C

活動
給食

Ａ Ｂ

H33.10 ～　とがくら園・体育館 改修  活動棟等 解体

05

工事車両

体育館 C

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

H34.7 ～　新管理棟  建設

06

工事車両

C

活動
給食

Ａ Ｂ

管理

H35.10～　かまくら園・管理棟・エネルギー棟  解体

07

工事車両

C

活動
給食

Ａ Ｂ

管理

活動
給食

利用者

利用者

利用者

利用者

利用者

：利用者動線　　　　：工事車両動線

利用者

利用者

Ａ Ｂ

※とがくら園工事車両は西側道路を使用

※かまくら園工事車両は西側道路を使用

❶安全を最優先した工事動線計画
❷工事中の騒音への配慮
❸居住環境の保全と安全の確保
を実現するために、
ループパスを先行整備し、それを活用する
ことで工事動線と利用動線の重なりを最小
限とした安心安全な工事計画とします。

長期間の安心安全な仮設・工事計画

既存の通りと共同溝を継承した
「並木通り」
各棟をつなぐ歩行者専用の道で
す。歩行者中心の街路とし、公園
のような風景を創り出します。既
存樹木を継承し、利用者が安心安
全に使えるようバリアフリーとし
ながら、ストリートファニチャー
や果樹・花壇を整備します。

とがくら園との関係性
とがくら園は整備エリアから離
れた位置となります。かまくら
園の跡地を散歩や軽運動などが
できる公園として整備すること
によって、とがくら園と新施設
とのつながりをつくります。

近隣住民への配慮
近接して建物を建てないよう配
慮し、住民の生活環境を良好に
保ちます。

施設全体の拠点「管理棟」
メインアプローチに面し敷地のほ
ぼ中央に配置します。全体を見渡
せ、防犯管理し易い位置です。
2階建で施設全体のランドマーク
とし、わかりやすい玄関の位置・
つくりとします。また、入退者管
理や外来者受付などのしやすさに
配慮します。

活動の中心となる「活動棟・給食棟」
メインアプローチから近い位置に
整備し、入所利用者だけでなく通
所利用者が利用しやすい位置とし
ます。活動と生活の様子が感じら
れる計画とします。とがくら園も
含め毎日の配食がしやすい計画と
します。

歩車分離された「ループパス」
既存道路を活用して各棟の周囲を
取り囲むように多機能通路（ルー
プパス）を設けます。サービス動
線、メンテナンス車両・緊急車両
の動線として利用し、駐車場も
ループパス沿いに整備し、歩車分
離を図ります。

集って住まう集落としての「居住棟」
敷地東側にＡ～Ｃ棟をコンパクトにまとめ
て配置します。各ユニットは「家」のスケー
ルで構成され、それらが集まった「集落」
としての風景を創り出します。
居住棟をユニット毎に分節とすることに
よって生活環境の保全と現在の地形に合せ
て整備できる計画とします。

居住棟Ａ棟
日中は並木通りを通り活動棟へ出勤（移動）
するため、活動棟と程よい距離にある位置と
します。利用者がメリハリある日常生活を送
れるようにします。

居住棟Ｂ棟
重度・自閉ユニットは敷地の一番奥に配置す
ることで、静かで落ち着いた環境とします。

居住棟Ｃ棟
Ｂ棟に隣接配置することによって、Ｂ棟の高
齢者ユニットとの連携を図ります。

拡幅したループパスを整備することによっ
て建物の離隔をとり、急傾斜地の安全対策
を実施します。

二方向避難の確保
少年野球等に開放しているグラウ
ンドは、そのまま残すことによっ
て、地域との接点を確保します。

全体がつながる配置計画

❶　利用者の日常生活” Quality of Life” と安心・安全を担保し
❷　県立施設としてのセーフティネット・センター機能を発揮し
❸　既存資源の有効活用と費用対効果の高い施設整備

家
いきいきと暮らす場所

利用者がいきいきと暮らす場所を「家」としてとらえ

を実現します

活動

管理
Ａ棟

とがくら

Ｂ棟
Ｃ棟

アプローチ

みんなの
中心

管理棟・活動棟を中心に
居住棟を配置した全体計画

　敷地全体のありかたを考えた
　全体がつながる配置計画とします。

「通り」に沿って
「  家  」が集まり
「集落」をつくる

「並木通り」

「家」

　生活の場となる「家」があつまり
　「集落」のような風景をつくります

並木通り



課題に対する提案（様式４-２）船形コロニー改築等設計公募型プロポーザル　課題２：利用者にとって暮しやすい環境を実現するための施設づくりについて

搬入

ループに面した配膳

P

P

P

C-① C-③

C-② C-④

C-⑤

C-⑥

C-⑦

C-⑧

B-①

B-②

B-⑦ B-⑧

B-⑥
B-⑤

A-①

A-②

A-④

A-③

A-⑤

A-⑥

A-⑧
A-⑦

B-④

玄関

デイルーム水回り 居室

居室

展示
事務

収納
研修

地域
生活
移行

軒下空間

スタッフルーム

送迎バス(通所者）
車寄せ

来客用駐車スペース

来客、配食用駐車スペース

ループパス：サービス動線

２ユニットで１単位

管理棟

ひろば

（将来の施設整備の
バックアップ用地）

グラウンド

活動棟

厨房

地域交流 事務/医療

事務 活動 作業作業 食堂

食堂

入所利用者通所利用者
二つの玄関

P

P

P

P

P

P

給食部門

ループパス

電動カート等
連携・応援

隣接ユニット

研修

軒下空間事務

デイ
ルームユニット間に

スタッフルーム
を配置

一部トイレ付個室

活動

活動棟 土日 平日

給食
医療

稼働時間帯　●日中 ○24Ｈ

渡り廊下

並木通り

渡り廊下デイ
ルーム

事務
管理

デイ
ルーム

事務
管理

ループパス

渡り廊下

給食棟

居住棟 A棟

居住棟 C棟

給食棟
将来更新
予定地

ループパス

並木通り並木通り

事務
管理

日中
活動

日中
活動

日中
活動

ループパス

並木通り

N

ロータリー

並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線並木通り：利用者動線

シンボル
ツリー

▲ ▲
▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲
▲

▲

▲

隣棟との連携

アプローチ全体を
見渡せる

渡り廊下

居住棟 B棟

▲

B-③

北西の卓越風に
配慮した搬入口

地域生活
移行

日中
活動

日中
活動

日中
活動管理

管理

管理

活動

管理棟 土日 平日

給食
医療

稼働時間帯　●日中 ○24Ｈ

相談

収納
相談

展示

高齢棟 中年棟

▲：玄関
：リフレッシュ
    コーナー

凡例

・静かなエリアの配置
・4ユニットの連携
・高齢者棟に日中活動
スペース
・サービス動線の確保

入居者特性に合わせ、各居住棟は利用者、職員の視点から特徴のある平面計画を行います。
暮らしやすい個々の「家」を基準に、職員との接点、利用者同士のコミュニケーション、
配食サービスなどに配慮します。また、今後の利用者の変化にも柔軟に対応するフレキシ
ビリティも確保します。

住まいの環境を整え、施設から「家」へ、小さな単位の暮らしを実現します

・見守りの可能な死角の少ない個室やユニット
・夜間の少人数サービスや突発的な事故などにも対応
できるユニット連携
・セキュリティに配慮した玄関を介した入退管理
・利用者動線と明確に分けられたサービス動線
・働きやすさに配慮した事務管理と休憩所の確保

・個室によるプライバシーの確保と「家」としてのユ
ニットによる小さな単位の暮らし
・窓、軒、建具、家具から住宅設備までヒューマンスケー
ルな居住性の確保
・寝具や床仕上げなど利用者の特性に合わせたフレキ
シブルな個室のしつらえ
・日照、通風など自然を積極的に活用した日々の暮ら
しを豊かにする当たり前で快適な環境

・事務管理棟はエリア全体の運営、安全など施設全体
の管理を統括するとともに、地域や訪れる人との接
点としての機能も担います
・建物周囲の軒下空間が広場に向けて広がり、地域交
流の拠点としてイベントスペース等に利用できます
・研修部門は２階に配置し、資料室、展示スペースな
ど事務部門との連携を図ります
・地域生活移行部門は別棟とし、運用時間の違いや新
たな環境への準備空間として、施設と独立した場所
を確保します

・それぞれの利用者にわかりやすい動線と日常の作業
において「しごと」を通じた生活の変化をもたらす
機能的な空間を実現します
・通所・入所利用者の活動・食事スペースは明解に区
分し、利用者へのストレスを軽減する計画とします。
・通所利用部門はボランティア活動を含む地域連携を
考慮し、食堂・作業スペースを計画します
・施設全体の医療支援の場として中央に医療部門を配
置し、日常医療と緊急時の対応可能な配置とします
・給食棟は他施設に比べ更新頻度が多いことから単独
管理とし、将来、給食棟のみの施設更新が可能な分
割配置とします

比較的活動的な現在の利用者と新たに受け入れる啓佑学園からの利用者の居住を想定しま
す。2ユニットで1単位の管理区分を設け、「家」としての独立性と管理の連携を両立します。
利用者は朝、活動棟へ「しごと」に行き、夕方に「家」に帰るという一連の活動を生活の
基本と考え、玄関からの出入り、朝食・夕食・入浴など日々の暮らしの中で自然なサービ
スが可能なレイアウトとします。

・独立性の高いユニット
・個別玄関
・並木通りへの広がり
・サービス動線の確保

・南面する日中活動ス
ペース
・4ユニットの連携
・サービス動線の確保

主に重度の自閉症、強度行動障害の入居利用者を想定するユニットと高齢者の利用を想定
するユニットで構成します。４ユニットで１単位の管理区分を設け、大きな単位でのスタッ
フ連携を可能にします。非日常的な刺激を好まない入居利用者に配慮し、建物を人の移動
の少ない東側に配置します。デイルームや日中活動のスペースに移動することが日常の生
活のリズムを整えると考え、日当たりのよい活動スペースをユニットに連続する形で計画
します。

主に高齢の入居利用者を想定します。４ユニットで１単位の管理区分で構成し、Ｂ棟と同
様にスタッフ連携が可能な配置とします。２０％を越える車椅子利用者を想定し、水回り
や廊下、出入り口のユニバーサルデザインに配慮します。特に高齢の入居利用者において
は介護、動作補助、移動補助などスタッフの生活介助が大きくなることから、職員連携や
現場と事務部門との連携を強化した各室の配置とします。

居室出入口は
引戸を基本

船形コロニー全体
の分りやすい玄関
として入退を管理

職員のためのリフレッ
シュコーナーを各棟に
設置

並木通り沿いにベンチな
どを設置し、休憩・談話
コーナーを整備

並木通り沿いに花壇、菜
園を設け、利用者が触れ
られる環境を整備

利用者が並木通りを歩い
て通う、人の気配が常に
感じられる配置

２棟及びグラウンド
側を見渡せ、スタッ
フ連携のとれる位置
に管理部門を配置

各ユニットに玄関を
設け、利用者とサー
ビス動線を明確に分
離

ユニットを細分化し
勾配屋根を架けた集
落の風景

自閉症の方が多いユ
ニットは、外部との
接触が少ない配置

デイルームとの距
離感が選択できる

積極的な活動をサポートするＡ棟

入居者特性にあわせた特色ある各居住棟

環境変化の少ない落ち着いたＢ棟

さまざまな居場所のある C棟

通所・入所利用者に配慮した活動・給食棟 施設全体の出入りを管理できる管理棟

居住環境を向上するとがくら園の改修

利用者の視点で考える 働く人の視点で考える
・地域との接点を積極的につくり、地域の理解、協力とと
もに成り立つコロニー
・利用者家族が安心する、利用者にとって安全で優しい環
境の整備

家族・地域住民の視点で考える

高齢化・重度化する利用者が暮らしやすいユニット
・居室は通風、日照、視線の交差、隣棟間隔に配慮して配
置します
・デイルームは食事、日中の談話スペースとして大きな開
口部や高窓を利用した明るく健康的な環境を実現します。
・水廻りを建物外周部に配置し設備更新に配慮します
・スタッフルームからの死角を減らし入所利用者のサービ
スを優先したレイアウトとします
・渡り廊下により、ユニット間の連携と応援体制を確保し、
夜間の管理に配慮します

・個室化し、十分な床面積を確保します
・樹脂内窓による高断熱化・高気密化を図ります
・ユニット毎に改修するなど、居ながら工事が可能な工事工程を検討します

リフレッシュコーナー
4 ユニットで１単位

居室下記図中　凡例 : 水廻り スタッフルーム 日中活動

家

4 ユニットで１単位

日当りのよいデイ
ルーム

各ユニットに個別
の玄関

二室一室利用可能



船形コロニー改築等設計公募型プロポーザル　課題３：施設の長寿命化やＬＣＣ縮減の方策について 課題に対する提案（様式４-３）
長寿命でＬＣＣを最小化する３つの基本方針
各施設に最適な施設で長寿命化（耐久性・メンテナンス性・更新性）を図る
・各施設を「大きな建物」と捉えるのでは
なく、利用者、利用時間の違いなどそれ
ぞれの主体・目的にあわせた「小さな建物」
群として考え、それぞれの特性を踏まえ
た最適で丁寧な施設計画を行います
・各施設や各ユニットをセントラル方式で
はなく個別の利用状況に適した設備方式
とすることで、日々発展する技術を取り
入れられる、維持管理・更新しやすい長
寿命な計画とします
・完全に温湿度コントロールする「ハイテ
クな設備」とするのではなく、居住空間
として「普通に」「ほどよく快適」な環境
を実現します

建築から解体までトータルなライフサイクルコスト LCC 縮減
・基本設計の初期段階から、宮城県、指定管理者と設計者のプロセス・課題の共有・協
働による品質管理と無理・無駄のないコスト管理を行います
・建物はコンパクト化（外壁面積の最小化）・モジュール化（標準寸法化）することで、
材料コストの削減・省資源化を実現し、仕上げコストの低減を図り経済性を考慮した
計画とします

・季節風や既存樹木、共同溝などを活かし、自然エネルギーを
最大限に活用した、環境にやさしく持続可能な計画とします
・卓越風や緑豊かな周辺環境を生かした五感で自然を感じられ
る自然採光・自然通風・自然換気が可能なつくりとします
・「小さな設備」と「高断熱」で最大の省エネを実現します

管理棟・活動棟・給食棟　➡　「事務所・工房・食堂・食品工場」
用途にあわせた適材適所な施設計画
・管理棟・活動棟は事務所・工房・食堂と位置付け、電気式空気熱源ヒートポンプ
   （ＥＨＰ）ビル用マルチエアコンを設置し、個別運転に対応します
・給食棟は機能的な食品工場と位置付け、蒸気や熱湯など過酷な使用環境と設備・厨房
機器の更新に配慮し、柱と柱の間を長くできる鉄骨造とします
・維持管理と更新性と積雪に配慮し、設備機器は屋上に配置します
・必要換気量の多い調理室は必要な箇所に対応できるスポット空調で作業性の向上と省
エネを両立させます
・電気・通信・上水は既存共同溝を利用することでイニシャルコストを削減します
・分棟型配置であることから、各棟に変電設備を設けることで、電力ロスを削減し、
   増設・更新性に配慮します

・住宅で使用される高性能な機器・技術を採用します
・空調は省エネ効果の高い家庭用エアコンを採用し、最小限の壁掛け＋床下空調とする
ことで、立上りが早く、気流感・温度ムラの少ない快適な環境をつくります
・高断熱で熱を逃がさない建物の特性を生かし、夜間も緩やかに 24 時間運転させるこ
とで寒暖差の少ない負荷の小さい省エネ運用ができます

居住棟　➡　「ユニット＝家」
再生可能な建築材料を利用した構造計画

・住宅用汎用材でコストダウンだけでなく、
地元技術で施工とメンテナンスが可能です

・資源循環性をもち、CO2 固定ができる建
築材料である木材を主構造とします
・木造とすることで軽量化が図れ、基礎コ
ストが削減できます

長く使い続けられること　＝　災害時も安全安心であること
災害時も安全安心な施設計画
・避難が困難な利用者が多い施設の特徴に配慮し、災害時も使い続けられるよう耐震等
級 2以上の堅牢な構造体を基本とし、脱落しない仕上げや設備の納まりとします
・火災時、施設に求められる準耐火構造以上と避難時間を確保する防火区画を構成
・スプリンクラー設備のための自家発電設備は系統分けし、災害時の非常電源としても
利用可能なつくりとします
・自家発電設備燃料は災害時でも入手しやすい軽油とします
・管理用車両や配膳車等に想定される電気自動車のＥＶ充電器と充電した電力を非常用
電源として利用できるパワーコンディショナーの設置を検討します
・給食棟の熱源はガスとし停電時も調理できるようにします

・マンホールトイレやかまどベンチ、防災倉庫など災害時に地域と連携できる設備を検
討します

・これらの設備は一般住宅と同様に劣化状況が
   分かりにくいダクトや隠蔽部を最小限とします
・分散・個別の設備方式により日常的なメンテナンスがしやすく、経年劣化や機能変化
によるリノベーション時も最小限の工事で済む、更新性が高く維持管理費のかからな
い長寿命な施設となります

・スプリンクラーは特定施設水道連結型スプリンクラー設備（1,000 ㎡以下）もしくは

・消費エネルギーの大きい給湯システムは
深夜電力を利用したエコキュート（空気
熱源ヒートポンプ付給湯器貯湯槽）とします
・換気は熱交換型とし、臭気対策としてセ
ンサー付、強弱排気仕様とします

居住棟　➡　「ユニット＝家」：高性能住宅の技術を活用したエコ住宅の実現
先進技術を活用した高断熱・高気密の省エネ住宅
・断熱性能を高め、太陽光を最大限に利
   用し、高効率のエアコンを採用するこ
   とで冷暖房負荷を低減します
・断熱性能は外皮平均熱貫流率UA＝0.75
    以下を目指します（※H25 省エネ基準・
　4地域基準値、Q値換算 1.3＝次世代省エネ基準の 45％削減、値が小さいほど断熱性能が高い）

・窓からの日射を冬は取り入れ、夏は庇とトリプルガラスで遮熱します
・冬の太陽熱・夏の冷気を有効活用するために、蓄熱容量の大きい基礎コンクリートを
断熱し、蓄熱体として利用します
・高断熱・高気密の省エネ住宅は①温度差の小さい快適な、②健康的（ヒートショック・
結露・カビ・ダニのない）な環境となるだけでなく、③耐久性が高く④構造躯体が長
寿命な施設となります

地域の気候・風土・環境特性・既存インフラを活かした施設計画

「小さな設備（汎用品・技術）」によるメンテナンス性・更新性の高い設備計画

※

①

一般管理費

運用費

更新費
修繕費

保全費

建設費

一般管理費

運用費
更新費
修繕費

保全費

建設費

   ・修繕、維持管理人件費
　 の削減　
   ・負荷の低減
   ・自然エネルギー利用
   ・HEMS※による光熱水費
　のリアルタイム管理
　※電気の「見える化」と「自動制御」

   ・更新を考慮した　　
     施設設計
   ・長寿命化
   ・修繕し易い納まり
   ・傷みにくい材料
   ・メンテしやすい施設
   ・汚れにくく
     清掃しやすい施設
    ・コストコントロール
    ・汎用品,標準品

日々の清掃・修繕を減らす具体例

・防汚性と耐久性を兼ね備えた外装仕上  
  材や金属勾配屋根
・拭き掃除のしやすいへーべシーベ（高気  
  密引違窓）を基本とした建具
・庇、軒を出して外壁・開口部を保護し、外
  壁等の劣化を防止
・維持管理・更新の容易な汎用性のある
  仕上、設備機器の採用
・照明は全て長寿命のＬＥＤを採用
・外壁外周部に清掃・修繕のためのメンテ
  ナンス動線を確保
・適切な構造スリットや誘発目地を設け、
  ひび割れ被害を防止

居住棟

活動棟

給食棟

管理棟

蓄熱土間

夏
至

冬
至

地中熱

冬
至

園庭の囲い
庇やベンチ、遊具等と複合した
半建築的なゆるやかな囲いを
設けます。活動を誘発し、園児
と保健センター利用者が互い
に触発される仕掛けをつくり
ます。

ポケットパーク
ホワイエの北側に園庭まで視
線が通る公園をつくります。見
通しの良い明るいエントランス
空間となり、保護者やこどもた
ちに安心感を与えます。

道路沿いに海まで眺望できる
展望デッキをつくります。

東屋
木立の中にこど
も園の屋根を
延長した形状の
切妻屋根の東
屋をつくります。

絵本コーナー
廊下から園庭に突き出した絵
本コーナーを設けます。天井
が低く落ち着いた雰囲気の場
所となります。

様式13 2.広野町認定こども園に関しての技術提案

こどものための空間
こどもの目線に合わせた壁・
開口をつくります。また、こども
の好奇心・身体スケールに合
わせた空間づくりをめざしま
す。

再生可能エネルギーの活用　

畑庭
野菜を育てる畑をつくります。
植物を育てる学びの園庭とし
て児童館、こども園の利用と
地域の方を先生とした交流も
可能です。

ビオトープ
敷地南側に広がる里山の環境
を学び・楽しむ場をつくりま
す。散策路や鳥のえさ場など、
こどもたちが自然・生物とふれ
あう機会をつくります。出入口
は常時施錠し、利用字は大人
の付き添いを原則とします。

自然とふれあう“山通り”
敷地南側の里山沿いに散策路
をつくります。この地の自然風
土を知る場所となります。

児童館と保健センターに囲ま
れた場所に既存遊具を活用し
た広場をつくります。

ア . 施設設計コンセプト地域のプラットフォームとなるこども園　

ウ.施設計画について

駐車場台数・配置計画

東側にメイン駐車場、北側に
児童館用駐車場を設置しま
す。約170台確保し、送迎時・健
診時に十分な台数を確保しま
す。また、検診車・送迎車・搬入
車の車寄せも計画します。

イ.施設と駐車場の配置及び規模の考え方

シンプルでしなやかな構造形式

反復可能な架構方式とグリッ
ドによる平面とし、シンプル
でありながら計画・条件の変
更や多様性を許容するしな
やかな構造形式とします。

大スパン・耐火・避難安全な
ど要求される機能と木のぬく
もりが感じられる空間を木と
鉄骨の混構造で実現します。
鉄骨の柱・軒桁・棟梁で大空
間をつくり、直接触れる床材
や空間の質を決める意匠的
な登り梁は木のぬくもりが感
じられるようにします。平屋
建てとすることで工期・コスト
の削減をめざします。

ウ.施設計画について

展望デッキ

こども園とまちがつながるきっかけとなる親しみやすい施設をめざします

各室配置の考え方
入口近くに園庭・駐車場を見
渡せる位置に管理諸室を配置
します。職員室の近くに３歳未
満児室を配置、遊戯室を中心
として保育室を配置します。

軒下空間
こども園の南北に屋根が伸
び、外部にも軒下の居場所を
点在させます。地域とこどもた
ちをつなげ「新たな賑わいを
創出」する建築となります。

みんなの広場
まちとの接点となる“まち通り”
の東西端や３施設の中央にひ
と・もの・ことをつなぐ広場を
設けます。

床に近い空間で過ごす園児
たちの為に床下暖房とファン
コイルユニット（簡易な送風機）を
併用した空調を提案します。
熱源は地中熱を使用し高効
率な運転と安定した温熱環境
を実現します。また、南面の廊
下を蓄熱土間とし暖房負荷を
低減します。
夏場は地中からファンコイル
ユニットで冷気を供給します。
再生可能エネルギーを活用し
空調コストの削減に寄与しま
す。（採用にあたり補助金利活用を含め費
用対効果を十分に検証します。）
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の視線の抜け

園庭への視線の抜け

海への眺め

まち通り

中通り

山通り

遊具の庭

・園庭・駐車場を見渡せる管理諸室
・管理諸室に近い３歳未満児室
・遊戯室を中心とした保育室配置

・保育室とつながる / 延長できる軒下空間
・まちとの接点となる分節した平面計画

３歳児の午睡時も
活動できる室配置

児童館の送迎
に配慮

ふたば未来学園
の受けとなる築山

だれでもふらっと立ち寄れる
公園的なしつらえ

２室を一体に使
える建具仕切り

遊戯室は保育室
の中央に配置

安全な３歳未満
児の静かな園庭

乳児室は職員室から
サポートしやすい位置

人の出入りがある諸
室は入口そばに配置

車寄せとなる庇のかか
ったエントランス広場

職員室は園庭と駐車場
両方を見通せる

会議室は地域開放に
も対応できる位置

東側に日常利用に十分な
台数を集約して確保

保健センターのメイン
アプローチとなる中通りと庇

総合健診時の駐車場として利
用。日常的には園庭の延長と
して利用可能な仕上げとする

３施設の接点と
なり、それぞれ
の活動をつなぐ

雨に濡れない食材搬入口

N
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園庭の囲い
庇やベンチ、遊具等と複合した
半建築的なゆるやかな囲いを
設けます。活動を誘発し、園児
と保健センター利用者が互い
に触発される仕掛けをつくり
ます。

ポケットパーク
ホワイエの北側に園庭まで視
線が通る公園をつくります。見
通しの良い明るいエントランス
空間となり、保護者やこどもた
ちに安心感を与えます。

道路沿いに海まで眺望できる
展望デッキをつくります。

東屋
木立の中にこど
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様式13 2.広野町認定こども園に関しての技術提案
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を学び・楽しむ場をつくりま
す。散策路や鳥のえさ場など、
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あう機会をつくります。出入口
は常時施錠し、利用字は大人
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ア . 施設設計コンセプト地域のプラットフォームとなるこども園　

ウ.施設計画について

駐車場台数・配置計画
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の削減をめざします。

ウ.施設計画について

展望デッキ

こども園とまちがつながるきっかけとなる親しみやすい施設をめざします

各室配置の考え方
入口近くに園庭・駐車場を見
渡せる位置に管理諸室を配置
します。職員室の近くに３歳未
満児室を配置、遊戯室を中心
として保育室を配置します。

軒下空間
こども園の南北に屋根が伸
び、外部にも軒下の居場所を
点在させます。地域とこどもた
ちをつなげ「新たな賑わいを
創出」する建築となります。

みんなの広場
まちとの接点となる“まち通り”
の東西端や３施設の中央にひ
と・もの・ことをつなぐ広場を
設けます。

床に近い空間で過ごす園児
たちの為に床下暖房とファン
コイルユニット（簡易な送風機）を
併用した空調を提案します。
熱源は地中熱を使用し高効
率な運転と安定した温熱環境
を実現します。また、南面の廊
下を蓄熱土間とし暖房負荷を
低減します。
夏場は地中からファンコイル
ユニットで冷気を供給します。
再生可能エネルギーを活用し
空調コストの削減に寄与しま
す。（採用にあたり補助金利活用を含め費
用対効果を十分に検証します。）
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家

食堂/工房

食品工場

事務所

365 日
24 時間

月～金
10 時間運転

365 日 3食
14 時間運転

月～金
10 時間運転

自然換気できるサッシの例

降水量　　　：1330.5  mm（仙台 +100、やや多）
日照時間　　：1,920.1  h/ 年（仙台 +150、やや多）
月別最高気温：10.0  ℃（1月）～  35.6  ℃（8月）
月別最低気温：-10.3 ℃（1月）～  16.2  ℃（8月）
年間平均気温：11.2  ℃（仙台 -1、やや低）
積雪深さ　　：60~75cm（積雪荷重設計用）

出典：宮城県統計年鑑　大和町データ
宮城県告示 145 号　垂直積雪量

LCC 約20％
削  減

   ・修繕、維持管理人件費

   ・負荷の低減

   ・更新を考慮した　　

   ・修繕し易い納まり

   ・メンテしやすい施設

    ・コストコントロール

①

②

③

④

⑤

⑥

※試算条件は下記断面図の断熱仕様を参照

イニシャル
コスト

ランニング
コスト

430円/㎡  削 減 350円/㎡/年  削 減

出典：「地球環境保全と木材利用」・大熊幹章・2003年

木造 RC造鉄骨造 木造 RC造鉄骨造

※構造別による上部躯体重量（120 ㎡ /2 階建 / 住宅の場合）

木造

◎　重量が軽い（約0.6ｔ/㎡） △　△　

◎　表層改良程度 △　支持層までの杭が必要〇　摩擦杭など杭長さが短い

〇 ◎　切れ目なく断熱が可能〇　欠損が出やすい

◎　増改築しやすい △　耐震壁は変更できない　〇　間仕切りは更新可能

耐震性（重量）

断熱性

長寿命 (更新性 )

基礎のコスト

RC造鉄骨造

　　外断熱・充填断熱できる
　　乾燥木材は断熱性が高い

構造別CO2放出量 構造別CO2固定量

　　剛性が高いが重い
　　(約2.7ｔ/㎡）

　　変形が大きい
　　(約1.5ｔ/㎡）

地域の気候・風土・環境特性・既存インフラを活かした施設計画

南東風（4~8 月）

北西風（9~3 月）

計画敷地

毎年
368万円

削減

居住棟全体で

断熱仕様
屋根　：高性能グラスウール 16Ｋ240 ㎜
外壁　：高性能グラスウール 16Ｋ充填 100 ㎜＋外貼 120 ㎜
開口部：樹脂サッシ　　　　　ガラス：トリプルガラス
基礎立上 /土間下：ポリスチレンフォームＢ50 ㎜ /120 ㎜

季節風を利用した
誘引換気

温度差
換気リビング居室

フラットスラブによる
蓄熱コンクリート

高断熱仕様
屋根・外壁

庇による日射調整
　　夏：遮蔽
　　冬：取得

落葉広葉樹
の日射調整

軒を出し外壁と
構造体を保護

落葉のつまりに
配慮して軒樋なし

防水・防湿工法に
よる躯体長寿命化

立上りは壁掛けエアコンと床下暖房ですばやく温め、安定したら床下暖
房のみで運転、気流のない快適な輻射熱で居住域を効果的に暖房します

周辺林の冷気
を取り込む

（涼風・ナイトパージ）

※一棟当たり
　　約38坪

冷気は足元に滞留するため壁掛け
エアコンをメインに運転します

暖房時（立上り） 暖房時（通常） 冷房時

暖気

輻射熱

冷気

4,757

4,490

1,2041,213

20,188

13,644

コンクリート
鋼材
合板
製材品

合板
製材品

（単位 Kg-C） （単位 Kg-C）

エコキュートの仕組み

大気中の熱を
汲み上げる

熱を持った冷媒は
圧縮されてさらに高温に

冷媒の熱を
水に伝えて
お湯を作る

高温

水
熱
交
換
器

貯
湯
ユ
ニ
ッ
ト

圧縮機

低温 膨張弁

co₂
冷媒
サイクル

空
気
熱
交
換
器

入水

出湯

コンパクトで
外壁面積が小さな 2Ｆ 設備機器は屋上に配置

耐用年数に
配慮した接続

既存共同溝の利用と
地中熱利用の検討

井水利用による
融雪設備

給食棟の熱源はガスとし
停電時でも調理可能

管理棟

非常電源にもなる
スプリンクラー用自家発

活動棟 給食棟

木造

木造 鉄骨造

メンテナンスできる
外周のループパス

太陽光パネルの設置を検討

LED

地中熱利用の
冷暖房の検討

太陽光・風力ハイブリット外灯

並木通り
交流スペース

断熱コスト⇧
設備コスト⇩




